






妊婦がトキソプラズマ(Tp)症に感染すると流・死産および先天性 Tp 障害児出産の可能性が

あるとされる。胎児への影響は妊娠初期の初感染時に高いとされているが,我が国における

本症の実態は,まだ充分に解明されていない。Tp 症の大部分が不顕性感染であるため,臨床

症状から Tp急性感染を知ることは困難である。現在我々は昨年度の研究報告書に発表した

Tp IgM 酵素抗体法(ELISA 法)を用いて,Tp IgM抗体の検出を行い急性感染妊婦の発見と,そ

の妊娠経過,出産後においては新生児の先天感染の有無に関して研究をすすめている。 


